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コミュニティを育む
　「苗がたりな～い」「足がぬけな～い」「ヌルヌルだ～」と
いった声が、第五小学校の学校田に広がりました。
　地域のおじさん、おばさんに田植えの仕方を教わりながら、地
域の人とふれあい、地元を愛する心を育てる。
　田植え体験を通して、地域のコミュニティが育まれています。

町木／松 町花／セッコク

今月の主な内容

■新型インフルエンザ対策本部を設置 ……… 2
■議会報告会を開催 …………………………… 9
■国民健康保険被保険者証の一斉更新について…… 14
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
設
置

　

町
で
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

に
備
え
、
五
月
一
日
に
「
松
島
町
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」
を
役
場

内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
庁
内
各
課
と
関
係

機
関
等
が
連
携
し
感
染
の
拡
大
防
止
や

早
期
対
応
を
は
じ
め
、
必
要
な
対
策
を

迅
速
か
つ
総
合
的
に
推
進
し
、
町
民
の

健
康
被
害
を
防
止
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
様
な
症
状
が
あ

る
方
は
、
早
め
に
宮
城
県
の
発
熱
相
談

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
石
け
ん
・
流

水
で
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
場
合
は
、
マ

ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ス
ク
が
な
い
時
は
ハ
ン
カ
チ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
で
口
・
鼻
を
お
お
い

ま
し
ょ
う
。

●
普
段
か
ら
、
栄
養
と
休
養
を
十
分
に

と
り
、
免
疫
力
を
高
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

主
な
問
合
先

■
宮
城
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

二
十
四
時
間
対
応
窓
口

　

☎
２
１
１
―
２
６
７
５

町
の
問
合
先

■
松
島
町
町
民
福
祉
課
健
康
長
寿
班

　

☎
３
５
５
―
０
６
６
６

■
松
島
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部

　

事
務
局
（
松
島
町
総
務
課
環
境
防
災
班
）

　

☎
３
５
４
―
５
７
８
２

▲

役
場
内
に
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

▲

創
建
当
初
の
姿
に
復
元
さ
れ
た
「
宝
華
殿
」

▲

漆
が
丹
念
に
塗
ら
れ
て
い
る
様
子

陽
徳
院
御お

霊た
ま

屋や「
宝ほ

う

華げ

殿で
ん

」の

　

保
存
修
理
事
業
が
完
了

―

公
開
は
九
月
一
日
か
ら―

　

宮
城
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
陽
徳
院
御
霊
屋
「
宝
華
殿
」
の
保

存
修
理
事
業
が
三
月
に
完
了
し
、
き
れ

い
な
姿
に
蘇

よ
み
が
えり
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
三
年
を
か
け
、

屋
根
葺
き
替
え
や
剥
落
し
て
い
た
外
部

の
黒
漆
塗
り
、
欠
失
し
て
い
た
装
飾
の

取
り
付
け
、
腐
食
部
分
の
補
修
な
ど
に

よ
り
、
創
建
当
初
の
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

な
姿
に

復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

陽
徳
院
「
宝
華
殿
」
は
伊
達
政
宗
の

正
室
「
愛
姫
」
の
霊れ

い

廟び
ょ
う

で
一
六
六
〇
年

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

※
な
お
、「
宝
華
殿
」
の
公
開
は
瑞

巌
寺
本
堂
等
の
修
理
期
間
に
合
わ
せ
て

九
月
一
日
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



3 広報まつしま 2009　6月号

▲

販
売
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た

▲

販
売
日
を
開
始
し
て
三
日
で
完
売
す
る
人

気
ぶ
り
で
し
た

▲

白
熱
し
た
応
援
合
戦
（
第
二
小
学
校
）

▲

二
人
の
息
が
ピ
ッ
タ
リ
（
第
一
小
学
校
）

大
人
気
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　

松
島
町
商
工
会
で
は
、
定
額
給
付
金

の
給
付
に
合
わ
せ
て
、
五
月
十
日
に
中

央
公
民
館
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
販
売
前
か
ら
商
品
券
を

買
い
求
め
る
町
民
な
ど
で
長
い
列
が
で

き
、
初
日
で
七
割
が
売
れ
五
月
十
二
日

に
は
用
意
し
た
三
千
五
百
セ
ッ
ト
が
完

売
し
ま
し
た
。

　

福
田
正
朗
会
長
職
務
代
理
者
は
「
町

内
の
消
費
拡
大
が
目
的
で
す
が
、
お
客

様
に
商
品
券
を
利
用
し
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
の
が
一
番
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
券
は
一
セ
ッ
ト
五
千
円
で

販
売
さ
れ
、
六
千
円
分
の
買
い
物
が
で

き
る
商
品
券
で
、
町
内
の
百
六
店
で
七

月
三
十
一
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

元
気
に
駆
け
回
っ
た
運
動
会

　

五
月
十
六
日
、
二
十
四
日
に
町
内
各

小
学
校
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
児
童

は
校
庭
を
元
気
に
駆
け
回
っ
て
い
ま
し

た
。

　

運
動
会
で
は
、
徒
競
走
や
玉
入
れ
、

リ
レ
ー
な
ど
の
種
目
や
組
体
操
な
ど
各

学
校
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
が
披
露

さ
れ
、
児
童
は
も
っ
て
い
る
力
を
精
一

杯
出
し
て
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
父
兄
や
応
援
団
か
ら
選
手
に

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
始
終
、
歓
声

や
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲

練
習
の
成
果
を
披
露
（
第
五
小
学
校
）



4

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を

前
に
清
掃
活
動

　
（
株
）
損
保
ジ
ャ
パ
ン
仙
台
支
店
と
損
保

ジ
ャ
パ
ン
代
理
店
自
動
車
整
備
工
場
会
員
で

組
織
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ぼ
う
し

会
」
の
皆
さ
ん
が
、
松
島
海
岸
周
辺
の
清
掃

活
動
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
十
一
回
目
と
な
っ
た
清
掃
活
動
に

は
、
会
員
や
家
族
約
百
人
が
参
加
。
全
国
か

ら
観
光
客
が
集
ま
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
前
に
し
た
四
月
十
七
日
に
、
三
十
刈
駐
車

場
か
ら
国
道
四
十
五
号
の
双
観
山
付
近
ま
で

の
道
路
沿
い
を
歩
き
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
を
拾

い
ま
し
た
。

初
原
天
神
社
の
荒
れ
神み

輿こ
し

　

荒
れ
神
輿
で
知
ら
れ
る
恒
例
の
初
原
天
神

社
の
例
大
祭
が
、
四
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

雨
と
風
が
吹
き
つ
け
る
悪
天
候
で
し
た
が
、

威
勢
の
良
い
氏
子
に
担
が
れ
た
神
輿
が
地
区

内
を
練
り
歩
き
、
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
途
中
で
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
泥
だ
ら

け
に
な
っ
て
渡
御
し
た
り
、
田
中
川
で
は
、

水
垢ご

離り

を
と
る
担
ぎ
手
の
健
闘
ぶ
り
に
、
駆

け
つ
け
た
観
衆
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

色
と
り
ど
り
の
花
で
明
る

い
商
店
街
に

　

高
城
町
商
業
振
興
会
（
渋
谷
秀
夫
会
長
）

で
は
、
五
月
三
日
に
高
城
町
商
店
街
の
中
央

広
場
や
道
路
と
歩
道
の
境
界
に
設
置
し
て
あ

る
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
植
え
ら
れ
た
の
は
、
ナ
ス
タ
チ
ウ

ム
（
金
蓮
花
）
約
百
苗
で
、
会
員
が
一
つ
ひ

と
つ
の
花
を
丁
寧
に
植
え
付
け
、
色
と
り
ど

り
の
花
で
商
店
街
が
華
や
か
に
彩
ら
れ
ま
し

た
。

　

澁
谷
秀
夫
会
長
は
、「
花
で
明
る
く
な
っ

た
商
店
街
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
気
軽
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

金こ
ん

比ぴ

羅ら

社
で
安
全
祈
願

　

新
富
山
に
あ
る
金
比
羅
社
の
例
大
祭
が
、

五
月
十
日
に
行
わ
れ
、
漁
業
関
係
者
や
船
舶

関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

奉
賛
会
の
加
藤
誠
一
会
長
は
「
松
島
湾
の

船
舶
の
安
全
走
行
と
事
故
の
な
い
松
島
を
祈

願
し
ま
し
た
。
金
比
羅
さ
ん
の
ご
加
護
を
受

け
、
安
全
な
一
年
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

金
比
羅
社
は
、
海
上
安
全
の
守
護
神
と
し

て
尊
崇
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
長
年
の
風
雨

に
よ
り
姿
形
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
平
成

十
二
年
に
同
地
域
の
水か

主こ

衆
の
子
孫
や
遊
覧

船
関
係
者
、
漁
業
関
係
者
な
ど
に
よ
り
再
建

さ
れ
ま
し
た
。

▲冷たい川の中を威勢よく担いでいました

▲松島湾の安全を見守る金比羅社

▲ナスタチウムを商業振興会の皆さんが丁寧に植
えました

▲毎年多くの会員で清掃していただく「ぼうし会」の
皆さん
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丹
野
竹
治
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章

　

　

平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
丹

野
竹
治
さ
ん
（
磯
崎
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

　

丹
野
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
警
察
庁
技
官

と
し
て
警
察
通
信
の
任
務
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
・
寄
贈

町
へ

◆
菅
原
静
雄
さ
ん
（
下
竹
谷
）
よ
り

シ
ル
バ
ー
カ
ー
二
台　

留
守
家
庭
学
級
へ

◆
紫
神
社
氏
子
青
年
会
、
紫
神
社
敬
神
婦
人

講
よ
り 

図
書
券
三
万
円
分

社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
吉
川
賢
治
さ
ん（
高
城
）・
故
吉
川
み
つ
子

さ
ん
よ
り 

金
五
十
万
円

米
寿
お
め
で
と
う

（
五
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
角
田
は
る
ゑ
さ
ん
（
松
島
）

◆
阿
部
勇
三
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
赤
間
京
子
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
菊
池
ま
つ
よ
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
結
城
け
さ
の
さ
ん
（
磯
崎
）

学
校
田
で
田
植
え
体
験

　

松
島
第
五
小
学
区
子
ど
も
育
成
会
（
阿
部

嘉
明
会
長
）
で
は
、
五
月
九
日
に
学
校
田
で

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
学
区
内
の
小
学
生
約
五
十

人
で
、
地
区
の
農
家
の
皆
さ
ん
に
田
植
え
の

仕
方
を
教
わ
り
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

も
も
ち
米
の
苗
を
一
生
懸
命
に
植
え
て
い
ま

し
た
。

　

阿
部
会
長
は
「
田
植
え
を
通
し
て
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
も
深
め
て
も
ら
い
、
地
元

を
愛
す
る
心
を
育
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
も
ち
米
の
他
に
古
代
米
三
種
類
も

植
え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
早
く
も
秋
の
収

穫
祭
が
楽
し
み
の
様
子
で
し
た
。

内
モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち

が
表
敬
訪
問

　

五
月
十
三
日
に
中
国
で
人
気
の
舞
踊
団

「
内
モ
ン
ゴ
ル
小
鴻
雁
芸
術
学
校
」
の
児
童

十
五
人
が
大
橋
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
出
身
の
歌
手

で
、
故
郷
へ
の
学
校
建
設
に
取
り
組
ん
で
い

る
ジ
ギ
ン
・
イ
リ
ナ
さ
ん
の
招
待
で
来
日
し

ま
し
た
。
イ
リ
ナ
さ
ん
は
「
松
島
の
皆
さ
ん

に
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
と
て
も

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
の
ほ
と
ん
ど

は
海
を
見
る
の
が
初
め
て
で
、
松
島
に
来
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

イ
リ
ナ
さ
ん
は
平
成
十
八
年
に
イ
リ
ナ
希

望
学
校
を
建
設
し
、
現
在
、
二
校
目
を
建
設

す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
の
学
校
開
校
式

　

磯
崎
農
事
経
営
研
究
会（
大
山
憲
一
会
長
）

が
主
催
す
る
田
ん
ぼ
の
学
校
ｉ
ｎ
磯
崎
の
開

校
式
が
五
月
十
八
日
に
、
愛
ら
ん
ど
松
島
で

行
わ
れ
、
松
島
第
一
小
学
校
の
親
子
約
四
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
予
定
し
て
い
た
田

植
え
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
研
究
会
の

皆
さ
ん
が
、
手
樽
干
拓
の
歴
史
や
工
事
の
仕

組
み
、
稲
の
生
育
、
環
境
米
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
す
る
と
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
の
学
校
で
は
、
今
後
、
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
の
摘
み
取
り
や
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
、

鎌
で
の
稲
刈
り
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
食
べ

物
の
大
切
さ
や
水
田
の
機
能
な
ど
を
学
び
ま

す
。

▲親子で地元の農業、自然について学びます

▲「松島は中国でも有名で訪れるのが楽しみでした」と
話していました

▲泥まみれでも楽しんで苗を植えました

▲丹野竹治さん



生
涯
学
習
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遊
ぼ
う

楽
し
も
う

学
ぼ
う
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宮
城
県
五
十
歳
野
球
松
島

記
念
大
会
が
開
催

　

五
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
、

松
島
運
動
公
園
な
ど
を
会
場
に
、

宮
城
県
五
十
歳
野
球
松
島
記
念
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
十
九
年
目
を
迎
え
た
松
島

シ
ニ
ア
チ
ー
ム
も
参
加
し
若
手
顔

負
け
の
プ
レ
ー
で
一
、二
回
戦
を

完
封
で
勝
利
。
強
豪
宮
城
高
豊
ド

リ
ー
ム
ズ
に
は
敗
北
し
た
も
の
の

見
事
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
県
内
よ
り

十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会
で

優
勝

  

四
月
二
十
九
日
仙
台
市
泉
総
合

体
育
館
で
、
第
二
十
一
回
宮
城
県

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
、
松
島
町
よ
り
参
加
し

た
佐
藤
州
さ
ん
（
松
島
）
が
シ
ニ

ア
ダ
ブ
ル
ス
の
部
で
見
事
初
優
勝

し
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
順
調
に
勝
ち
上
が
り

「
決
勝
で
も
普
段
の
練
習
ど
お
り

冷
静
に
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
六
月
十
四
日
に

東
京
都
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
分
館
対
抗
の
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

自
由
に
参
加
で
き
る
種
目
も
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

六
月
七
日
（
日
）

　

開
会
式　

午
前
八
時
三
十
分
〜

●
会
場　

松
島
運
動
公
園

運
動
公
園
よ
り
お
知
ら
せ

　

町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
に
伴
い
、
六
月
七
日
の
午

前
中
は
運
動
公
園
内
駐
車
場
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

松
島
博
物
館
探
訪
第3巻

と
し
て
有
名
で
し
た
。
京
都
東

福
寺
の
開
山
円え

ん

爾に

（
聖
一
国

師
）、
鎌
倉
建
長
寺
開
山
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

（
大
覚
禅
師
）
も
法
心
と

時
を
同
じ
く
し
て
、
共
に
無
準

師
範
に
学
ん
だ
僧
た
ち
で
す
。

蘭
渓
道
隆
は
、
円
福
禅
寺
の
二

代
住
職
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
浮
世
絵
風
の
松
、

京
阪
地
方
や
瀬
戸
内
に
用
い
ら

れ
た
船
、
波
の
細
か
な
筆
致
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
屏
風
は
、
江
戸
時
代
の

も
の
で
瑞
巌
寺
を
中
心
に
し
た

松
島
湾
全
体
の
風
景
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
は
東
名
塩
田
、
西
は
双
観

山
、南
は
材
木
島
、桂
島
、野
々

島
、
朴
島
な
ど
を
パ
ノ
ラ
マ
式

で
描
い
て
い
ま
す
。
五
大
堂
の

入
口
に
は
、「
ほ
っ
し
ん
法
心
」

と
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
法

心
は
円
福
禅
寺
（
現
在
の
瑞
巌

寺
）
の
開
山
で
、
文
盲
の
高
僧

▲互いに熱の入ったプレーを！

▲昨年の様子

▲優勝した佐藤州さん（左）

▲昔の松島の様子を見ることができます （松島全図景彩色屏風）

松
島
全
図
景
彩
色
屏
風



7 広報まつしま 2009　6月号

話題の本

「テンペスト（上･下）」
池上 永一 著

　嵐の晩、一人の女の子が誕生
した。その子は類

たぐ

いまれな容貌
と教養を兼ね備えた、少女真鶴
として成長する。亡父の意を汲
み、国に仕える道を志すものの
王朝の官吏試験は男性のみ。真
鶴は自分の性を偽り、宦官の孫
寧温として難関を突破し、見事
官吏になるが…。
  男性として生きる運命を背負
わされた寧温（真鶴）には、タ
イトル通り数々の苦難の嵐が待
ちうける。

今月の図書
「砂冥宮」 内田康夫 著
「火のみち（上･下）」 乃南アサ 著
「東天の獅子（三･四）」 夢枕獏 著
「恋文の技術」 森見登美彦 著
「楊令伝（九）」 北方謙三  著

５月のおはなし会
■日時・場所
　おはなし会は年４回になりま
した。
　今月はお休みです。
  次回は７月の夏休みスペシャ
ルを予定してます。

図　書　室
■平　日　9:00 ～ 17:00
■土・日・祝日 10:00 ～ 16:00
■休館日　月曜日、月曜日が
　　　　　祝日の場合は翌日
■問合先　勤労青少年ホーム
　　　　　☎354-4036

本の宝箱

平
（
磯
崎
）、
赤
間
三
男
（
本
郷
）、

後
藤
賢
一（
幡
谷
）、小
関
弘
子（
高

城
）、
竹
谷
れ
い
子
（
高
城
）、 

千

葉
真
由
美（
高
城
）、赤
間
善
弘（
幡

谷
）

品
井
沼
干
拓
資
料
館　
　

開
放
日
の
お
知
ら
せ

　

六
月
の
一
般
開
放
日
は
五
日

（
金
）、
十
二
日
（
金
）、
十
九
日

（
金
）、
二
十
六
日
（
金
）
と
な
り

ま
す
。
予
約
無
し
で
見
学
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

●
開
放
時
間

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

（
六
月
は
午
後
か
ら
開
放
で
す
）

●
問
合
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

☎
３
５
４
ー
５
７
１
４

一
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三

年
四
月
三
十
日
ま
で
の
二
年
間
で

社
会
教
育
事
業
の
実
施
等
に
つ
い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

村
山
善
志
（
本
郷
）、
高
松
力

男
（
松
島
）、
歌
野
正
一
（
一
小

校
長
）、
櫻
井
昭
（
本
郷
）、
内
海

勝
洋
（
磯
崎
）、千
葉
桂
子
（
高
城
）、

佐
々
木
勝
義
（
幡
谷
）、
鈴
木
と

き
子
（
磯
崎
）、
大
友
博
（
松
高

校
長
）、
阿
部
博
志
（
松
中
校
長
）、

赤
間
と
も
子
（
磯
崎
）、
片
山
祐

一
（
高
城
）

松
島
町
体
育
指
導
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　

松
島
町
体
育
指
導
委
員
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

二
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
二
年
間

で
町
の
体
育
振
興
に
尽
力
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

林
裕
志（
磯
崎
）、伊
藤
栄
子（
高

城
）、
佐
藤
州
（
松
島
）、
磯
田
昭

松
島
町
公
民
館
分
館
長
を

紹
介
し
ま
す

　

松
島
町
公
民
館
分
館
長
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

二
年
間
で
す
。
各
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
事
業
の
推
進
等
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

戸
田
克
義
（
松
島
）、
内
海
邦

宏
（
高
城
）、
櫻
井
昭
（
本
郷
）、

石
田
堅
（
磯
崎
）、樋
口
富
雄
（
手

樽
）、
千
葉
光
男
（
北
小
泉
）、
小

田
島
幸
男
（
下
竹
谷
）、
佐
々
清

敏
（
上
竹
谷
）、千
葉
収
蔵
（
幡
谷
）、

小
島
等
（
根
廻
）、赤
間
博
明
（
初

原
）、
佐
竹
雅
貴
（
桜
渡
戸
）

松
島
町
社
会
教
育
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　

松
島
町
社
会
教
育
委
員
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
二
十

　硬式テニスで体力向上や日頃のストレス解消を図りませんか。松島硬式テニス愛好
会とマリンテニスクラブの2団体からなる松島硬式テニス協会では、生涯スポーツとし
て、初心者からベテランまで新会員を募集中です。ともに楽しく身体を動かしませんか。
（入会・見学希望の方は荒天時を除き下記日時に直接テニスコートにお越しください）

松島硬式テニス愛好会
Aコース　
　●練習日　毎週土曜日　午後2時～午後5時
　●場　所　運動公園テニスコート
Bコース  
　●練習日　毎週火曜日　午前10時30分～午後0時30分
　●場　所　海洋センターテニスコート
　　　　　　※但し冬期間1月～ 3月までは野蒜アネックス有料屋内コートで実施
　●会　費　月1,000円（保険代、コート代、ボール代等）

マリンテニスクラブ
●練　習　日　毎週土曜日　午後6時30分̃午後8時30分
●毎週日曜日　午前10時～正午どちらかの曜日だけの参加も可です。
●場　　　所　運動公園テニスコート　
●会　　　員　年5,000円（コート代、ボール代等）、保険代別途

テ ニ ス サ ー ク ル 会 員 募 集
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６月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ

6月の休館日 １日（月）、８日（月）、１５日（月）、２２日（月）２９日（月）

　「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施しています。暖かくなり、運動を楽しむのに最適な季節とな
りました。ぜひこの機会に講習会にご参加ください。
 （トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が必要です）（高校生以上）
 6日（土）午後6時～、 10日（水）午前10時30分～　
 12日（金）午後5時～、 16日（火）午後 2 時～
 20日（土）午後6時～、 21日（日）午前10時30分～
　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。
　申請の際は、３ヵ月以内に写した本人の写真（縦３cm×横２．５cm）２枚をご持参ください。
　なお、各時間帯の受講者数はおおむね１０人（先着順）です。講習会時は上靴と運動のできる服装をご持参ください。
　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。

水泳で体力アップ。幼児期から丈夫な身体をつくりましょう。
幼児水泳教室は泳ぎの基礎と楽しさを学んでいただく水泳教室です。

●実施日 6月25日（木）～ 8月13日（木）毎週木曜日（8回）
●募集対象  ○年長（平成15年度生まれ）の部
 ○年少（平成16年度生まれ）の部
●時　間 ○年長午後3時5分～午後4時　
 ○年少午後2時15分～午後3時5分
●定　員 それぞれ15人
●指導者 猪股慎一、高橋枝里子
●参加料 1人 2,000円
●募　集  6月5日から温水プール美遊で募集開始します。
●問合先  スポーツ振興センター　☎354-4485

幼児水泳教室

　『毎月11日を健康の日』として、健康づくりのため
の運動教室を実施しています。
　６月の予定は下記のとおりです。ぜひ、ご参加くだ
さい。
●日　時　６月11日（木）　
　　　　　　午前10時～午前11時30分
●場　所　松島町温水プール（美遊）
●内　容　水中エアロビクス
　　　　　（水着と水泳帽の用意をお願いします）
●参加費　500円
　　　　　（券売機でプール利用券を購入してください）
●申込み・問合先
　　６月10日（水）まで、電話でお申込みください。
　　☎355－0703　保健福祉センター内
　　（健康づくり担当まで）
※７月の健康の日は11日（土）です。  

健康の日参加者募集　

毎月11日は“健康の日”
　梅雨の時期に向け、天候に左右されずトレーニング
に励みませんか。トレーニングム登録者は下記無料券
をどうぞご利用ください。なお、登録講習会も随時行
っていますので、ト
レーニングジムを使
用したい方は講習会
を受講いただければ
使用できます。

温水プール「美遊」

トレーニングジム登録者無料券

松島町温水プール
トレーニングジム無料券

スポーツ振興センター
平成21年6月30日まで有効

松島町温水プール
トレーニングジム無料券

スポーツ振興センター
平成21年6月30日まで有効

※尚、トレーニングジム講
習会後、無料券はすぐ利
用できます

キ
リ
ト
リ

キリ　トリ
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議会報告会を開催します
　下記の日程で町民のみなさまに松島町議会のことをより理解していただくため、下記日程で「議会報告会」を開催いたします。
各地域の会場にご出席くださいますようお願いします。

期日 曜日 時　　間 各行政区 会場 担当班名
6月20日 土 午後6時30分 松島　　 垣ノ内集会場 第2班
6月21日 日 午後7時 桜渡戸 桜渡戸分館 第2班
6月27日 土 午後7時 北小泉・下竹谷 北小泉・下竹谷地区コニュニティーセンター 第3班
6月27日 土 午後7時 上竹谷 上竹谷生活センター 第2班
7月 4 日 土 午後6時30分 本郷 明神地区消防コミュニティーセンター 第3班
7月 4 日 土 午後7時 手樽 手樽生活センター 第1班
7月 5 日 日 午後6時 磯崎 磯崎区民会館 第3班
7月 5 日 日 午後1時30分 根廻 根廻分館 第1班
7月 5 日 日 午後7時 幡谷 品井沼農村環境改善センター 第2班
7月10日 金 午後6時 高城 高城公会堂 第1班
7月12日 日 午後2時 初原 初原コミュニティーセンター 第1班

●問合先　議会広報発行対策特別委員会(議会事務局内)
　　　　　☎354-5712

第1班 第2班 第3班
班長　阿　部　幸　夫 班長　太　齋　雅　一 班長　高　橋　辰　郎
　　　赤　間　　　洵 　　　相　澤　佐和子 　　　今　野　　　章
　　　小　幡　公　雄 　　　千　葉　繁　夫 　　　赤　間　洋　一
　　　渋　谷　秀　夫 　　　高　橋　幸　彦 　　　櫻　井　公　一
　　　片　山　正　弘 　　　後　藤　良　郎 　　　色　川　晴　夫
　　　菅　野　良　雄 　　　高　橋　利　典 　　　尾　口　慶　悦

　家庭用シュレッダーによる幼児の手指切断事故、ガス瞬間湯沸器による一酸
化炭素中毒死傷事件など、私たちの身の回りの製品で痛ましい事故が次々と起
きています。このような事故の被害を防ぐにはどうしたらよいでしょうか？

●購入、使用の際にその製品の安全性について十分確認しましょう。取扱説
明書や保証書は必ず読み保管をしておくことが大切です。

●製品の「注意」「警告」の表示を確認し、正しく使用することが大切です。
安全性の基準に適合した製品にはＳＧマークが付けられているので、上手
に商品を選びましょう。

●購入後は適切な使用を心がけます。長期使用しているものは品質が経年劣
化しているため、点検修理して事故を予防しましょう。

もし、事故や被害にあってしまったら？
①事故品は現状のまま保存する。
②発生状況や使用状況などは整理して記録に残す。
③警察や消防署へ忘れず連絡するとともに、医師の診断を受けたときは、診断書を受け取る。
①製造事業者や輸入事業者は、国に事故報告することが義務付けられています。「消費生活用製品安全法」は国が事故情
報を収集し、広く消費者に公表し再発防止を図っています。
　製品による事故に際し、生命、身体又は財産に損害を被った場合には「製造物責任法」という法律によって損害賠償の
請求をすることができます。
事故の紛争解決は製造者や販売者と話し合うことから始まります。万一解決ができない場合は、ＰＬセンターや消費生活
センターに相談しましょう。

事故防止のポイント！

●相談日　毎週火・木曜日　午前９時～午後４時30分　　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員 ☎354-5708
※毎月第１火曜日（午前10時～午後３時）は勤労青少年ホームで相談を受けつけます。

▲昨年の議会報告会の様子
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　母子父子家庭等の方々が生活上抱
えている問題について、弁護士に相
談することができます。事前に予約
が必要です。
●相談日　６月18日（木）
●場所　宮城県母子福祉センター
●問合せ　（財）母子福祉連合会
　☎256-6512

　水道事業所では、今年も全町漏水
調査を実施します。
　調査は、水道事業所から委託した
下記業者の調査員が各家庭のメータ
ーや止水栓から漏水音等を調べる戸
別訪問調査を行いますので、ご協力
をお願いします。
　なお、「調査員」は町発行の身分証
明書を常時携帯とし、腕章を着用し
て漏水調査を実施します。
●戸別訪問調査期間
　６月１日～８月31日
●漏水調査担当業者　
　フジ地中情報（株）　☎372-6743
●問合先　水道事業所上水道班
　☎354-5711

　７月１日、平成21年経済センサ
ス-基礎調査が行われます。全国す
べての事業所及び企業が調査対象に
なります。６月から調査員が直接調
査票を配布・回収する方法が主にな
りますが、一部については、総務省、
都道府県、若しくは町から郵送によ
り調査票を配布・回収する場合もあ
ります。
　ご記入いただいた内容を他に漏ら
したり、統計法に規定された目的以
外使用することは、法律で固く禁じ
られていますので、安心してご協力
をお願いします。
●問合先　企画調整課企画調整班
　☎354-5702

　女性医師が、思春期や更年期の身
体的・精神的不調、家庭や職場での
ストレス等で悩んでいる女性の相談
に応じます。（完全予約制・相談無料）
●相談日・場所
　６月27日（土）　石巻市
会場は予約時にお伝えします。
　仙台市にお住まいの方、仙台市に
通勤・通学をしている方は、仙台市
会場（エルソーラ仙台）でも相談を受
けることができますので、ご相談く
ださい。
●予約先　☎090-5840-1993
　宮城県女医会女性の健康相談室
●受付時間　午前９時～午後５時
　(土日祝日を除く)
●問合先　宮城県健康推進課
　☎211-2623

　労働保険（労働保険と雇用保険）の
保険料は年度当初に概算で申告・納
付し、翌年度当初に精算するととも
に、新年度の概算保険料の納付を行
うことになっています。
　申告・納付手続期間は、６月１日
から７月10日（従前は４月１日～５
月20日）です。
　また、石綿（アスベスト）健康被害
救済のための「一般拠出金」は、労働
保険の年度更新に併せて申告・納付
となります。
●問合先　
　宮城労働局労働保険徴収課
　☎299-8842

　ホテル、旅館、学校、工場、事業
所等多数の人々が出入りし、勤務す
る事業所（平成21年４月１日からは
小規模な社会福祉施設等も含まれま
す）又は、一つの建物内に管理権限
者が異なる種々のテナント等が存在
する場合は、各テナントにも消防法
に定められた防火管理者が必要です。
　その資格取得講習会を次のとおり
開催します。
●日時　７月１日（水）、２日（木）の
２日間　午前９時～午後４時
●場所　塩釜商工会議所（塩釜商工
会議所はマリンゲート塩釜南側
に移転しました）
●受付期間　６月15日（月）～６月
19日（金）

●定員　80人（定員になりしだい締
め切ります）
●申込場所　塩釜地区消防事務組合
管内の消防署
●テキスト　受講の際はテキストが
必要です。受付時、塩釜地区防災
安全協会にて3,000円で販売します。
●問合先　塩釜地区消防事務組合消
防本部　☎361-1616

　主に朝の通学時間帯に通学路での
街頭指導をはじめ、小学校等の交通
安全教室の指導・各種イベント時の
交通指導などを行います。
　松島町内に在住し、普通児自動車
免許を所持し、20歳以上65歳未満
の方で男女は問いません。
●問合先　総務課環境防災班
　☎354-5782

歯科休日診療　（受付：午前９時～午後３時）

6月 7日（日）アイザワデンタル 多賀城市下馬5-5-30 ☎（361）8180
6月14日（日）かたおか歯科クリニック 利府町神谷沢字南沢1-1 ☎（255）2028
6月21日（日）きくちデンタルクリニック 塩釜市庚塚30-82 ☎（361）3368
6月28日（日）ノーブルデンタルオフィス 塩釜市海岸通15-100

イオンタウンショッピング内 ☎（361）1138
7月 5日（日）城南歯科クリニック 多賀城市城南1丁目19-22 ☎（389）2008

女性医師による女性の健康相談母子父子家庭等特別相談

 漏水調査実施のお知らせ

平成21年 経済センサス-基礎
調査を実施します

労働保険料の申告・納付をお忘れなく
平成21年度から年度更新の時期が変わります

甲種防火管理「新規」講習会

交通安全指導員募集
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●日時　毎月第２・第４木曜日
　６月11日（木）、６月25日（木）
　午前10時から正午まで　
●場所　塩釜保健所　
●問合先
　塩釜保健所　☎363-5505

　国民健康保険加入者で今月（６月
２日～７月１日生まれ）で70歳にな
る方へ高齢受給者証（７月１日から
適用）を郵送します。
●発送日　６月22日（月）
●問合先　町民福祉課町民サービス
班　☎354-5705

　町税は、便利で忘れない、しかも
安心な口座振替を利用しましょう。
今月の納税
●納期　６月30日（火）
●町県民税　１期
●国民健康保険税　３期
●問合先
　課税については税務班
　☎354-5703
　納付については特別滞納整理室　
　☎354-5913

　賦課年度より５年分割、年４期で
納付していただいています。
　納入方法は、年度ごとに納付書（４
期分）を発行し受益者の方へ送付し
ています。
　今年度の納付書は６月上旬に発行
予定です。なお銀行口座引き落とし
は行っていませんので、ご了承くだ
さい。
●問合せ　水道事業所下水道班　　
　☎354-5710

　６月12日から６月定例議会が開
会される予定です。
　平成21年度補正予算などが審議
される予定ですので、ぜひ傍聴にお
越しください。
●問合先　議会事務局
　☎354-5712

●日時　７月７日（火）
　午前10時～午後３時
●場所　勤労青少年ホーム
●相談担当者　人権擁護委員・行政
相談委員・消費生活相談員
●問合せ　
　町民福祉課福祉班　☎354-5706、
企画調整課まちづくり支援班
　☎354-5809、産業観光課商工観
光班　☎354-5708

　平成21年度の奨学金貸与者を追
加募集します。
　詳しくは、松島町教育委員会教育
課学校教育班までご連絡ください。
●申込期間　６月５日（金）～６月
19日（金）（土・日は除きます）
●問合先　教育課学校教育班
　☎354-5713

　日頃、疑問に思っている住宅・建
築物の耐震診断や耐震改修工事につ
いて無料相談会を開催します。住宅・
建築物の専門家が相談に応じます。
●日時　毎月第４金曜日
　午後１時～午後５時
●場所　藤崎一番町館６階
※この他に（社）宮城県建築士事務所
協会に常時相談所を開設してい
ます。（月曜日～金曜日午前９時～
午後５時）

●問合先　宮城県建築士事務所協会
　☎223-7330

　危険物安全週間が６月７日から６
月13日まで全国一斉に展開されま
す。
　近年、増加が著しいセルフスタン
ドにおいて静電気による火災、ガソ
リンや軽油のふきこぼれ等の事故が
発生しています。
　セルフスタンドにおいて給油する
際は、確実に静電気を除去すること、
注意力が散漫にならないことが大切
です。十分に注意し、安全に実施し
ましょう。
　平成21年度「危険物安全週間推進
標語」
安全は　意識と知識と　心掛け
●問合先　松島消防署
　☎354-4226

　６月１日から町営バスのダイヤを
改正しました。
　広報まつしま５月号といっしょに
配布した時刻表を確認のうえご利用
ください。
　時刻表は役場会計課、総務課、中
央公民館、温水プール、保健福祉セ
ンターへ備え付けています。
●問合せ　総務課環境防災班
　☎354-5782

お知らせ

６月30日は下水道受益者負担金
の第１期納入期限です

犬・猫引き取り日

国民健康保険高齢受給者証
交付について

納税は口座振替で！

奨学生募集

危険物安全週間

町営バスダイヤ改正のお知らせ

６月定例町議会

人権なんでも相談・行政相談・
消費生活相談合同相談所

耐震診断・耐震改修
無料相談会開催

6月は土砂災害防止月間です
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　高齢者やご家族が、地域で支えあいながら、いつ
までも安心していきいきと暮らし続けられる町を目
ざし、高齢者虐待防止に関する講演会を開催します。
皆様お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。
●日時　６月17日（水）　午後1時30分～午後3時
※会場準備の都合上、６月15日（月）迄に申込みをお願い致します。
●内容　高齢者虐待の防止
●場所　中央公民館　研修室
●講師　宇都彰浩　弁護士（仙台弁護士会）
●参加費　無料
●対象者　町民、町内の福祉関係者等
●申込み・問合先　松島町地域包括支援センター
　☎354-6525

　平成21年度の松島町職員採用試験を次のとおり実施します。  
１．試験区分、職種、採用予定人員及び職務内容

２．受験資格
　●行政：昭和49年４月２日以降に生まれた者
　●行政（学芸員）：昭和49年４月２日以降に生まれた者で、次のいずれかの要件も満たす者
⑴学芸員の資格を有する者または平成22年３月31日までに取得する見込みの者
⑵学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。以下「大学」という。）の史学科その他これに準ずる学科
において考古学を専攻し、卒業した者（平成22年３月31日までに卒業する見込みの者を含む。）

３．試験日・場所
　●第１次　　７月26日（日）　場所　宮城県自治会館　　　●第２次　　８月下旬頃
４．受験手続　所定の申込書に必要事項を記入の上（写真貼付）、役場総務課へ提出してください。実施要綱、申込書は役場で配布します。
５．受付期間　６月１日（月）～６月26日（金）郵送の場合は、６月26日までに到着したものまで受け付けます。

　●問合先　総務課総務管理班　☎354-5701　〒981－0215　松島町高城字町10番地　
　※詳細はホームページでもご覧いただけます。　http://www.town.matsushima.miyagi.jp/

高齢者虐待防止に関する講演会
～地域社会の関心が高齢者を支えます～

　町では、地方自治の本旨にのっとり、住民の知
る権利を尊重し、平成14年度から情報公開条例を
施行し、町の保有する情報の公開を実施しています。
　平成20年度の開示請求に対する実施結果は、次
のとおりです。

　松島町情報公開条例についてのお問い合わせは、
総務課総務管理班まで。☎354－5701

情報公開開示請求結果のお知らせ

　「ねんきん特別便」の回答手続きに、手数料をいた
だくことはありません。
　また、「ねんきん特別便」の回答がないことにより、
現在受給している年金が停止されることはありません。

実際に被害にあわれた方の例です
　自宅に「ニセ年金特別便」が届いた。（「ねんきん
特別便」と書かれた茶色い封筒で届いた）
　基礎年金番号や銀行の口座番号などを記入させて
返送を依頼する内容だったので、自身で封筒を用意
し返送した。
　数日後、「回答をしなければ受給している年金が停
止になる」といったハガキが届いたので、書かれた
電話番号に電話したところ、相手（男性）から「回
答を出してもらわないといけないのでお宅へ伺いま
す」と言われた。
　その後、40歳から45歳ぐらいの男性が「（ニセの）
ねんきん特別便の回答を受け取りに来た」と訪問し
てきた。
　改めて「（ニセ）のねんきん特別便」の必要事項を記
入して渡したところ、「手数料として23,000円が必要だ」
と言われ、不審とは思いながらも現金を渡してしまった。

　このような不審な手紙・電話・訪問者等がありま
したら、その場で対応せず、まず、お近くの社会保
険事務所等へお問い合わせください。

●問合先　仙台東社会保険事務所　☎257-6115

「ねんきん特別便」を悪用した
詐欺にご注意ください

平成21年度松島町職員採用試験（大学卒業程度）

処理内容

請求先
公文書開示
請求件数

全部開示
決定件数

部分開示
決定件数

不開示
決定件数

不服申立
処理件数

総務課 1件 0件 1件 0件 0件
産業観光課 1件 1件 0件 0件 0件
町民福祉課 2件 1件 1件 0件 0件

試験区分 職　種 採用予定人員 職務内容
上級
(大学卒業程度 )

行　政 若干名 町の政策、法務、まちづくり、福祉、産業振興など幅広く行政事務に従事します。
行政（学芸員） 若干名 主に文化財行政事務に従事します。
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　下水道は家庭などから出される汚れた水で
川や海がよごれるのを防ぐため、 集めて処理し
きれいな水にするのが役割で、川や海がきれ
いによみがえるための手助けとなるものです。
　平成21年４月末現在で、松島町で下水道が
整備され利用できる世帯は、松島、高城、磯
崎及び本郷地区で約3,800世帯、そのうち約
730世帯がまだ下水道を利用されていません。
　下水道を利用されていない皆さん、下水道
の利用をお願いします。
　なお、様々な事情で下水道の利用をできか
ねている方がいると思いますが、町では、水
洗化工事の際の負担を軽くするため、改造資
金を無利子で借りられる「融資あっせん制度」
がありますので、ご活用ください。

　政府の調査によると、宮城県沖地震が今後10年以内に70%程度、30年以内には99%の確率で発生すると予
測されています。
　また、その被害についても、宮城県の被害想定調査では、木造建物の倒壊が約51,000棟、建物の倒壊などによ
る死者が200人以上になるなど深刻な被害の発生が予測されています。地震で住宅が倒壊すると、下敷きになる
などして命を失ったりけがをするだけでなく、生活の場や財産を失い、心身に大きな傷を負うことにもなります。
建物の耐震基準が大幅に強化された昭和56年以前に建てられた木造住宅は、過去の大地震においても被害が
大きく、地震で倒壊する危険性が非常に高くなっています。昭和56年以前に建てられた木造住宅は、耐震診
断を行い、地震に対して安全かどうかを確かめることが大切です。
　町では、耐震診断・耐震改修工事に係る費用の一部を助成し、町民の皆さんの地震防災対策を支援しています。

１．木造住宅耐震診断助成事業
　専門家を派遣して住宅の耐震診断を行い、補強等が必要な場合は改修計画案を作成します。
●対　　象　昭和56年５月31日以前に着工された木造戸建て住宅
●受付期間　平成21年６月１日～予定件数に達するまで（定数になりしだい締め切ります。）
●予定件数　10件
●診断費用　個人が負担する金額は、下記表の「自己負担額」欄の金額となります。

　※住宅の延べ面積が200㎡を超える場合は割増となります。

２．木造住宅耐震改修工事助成事業
　耐震診断の結果、耐震性が不十分と診断された住宅を耐震改修（補強）又は建て替えする場合に、工事費の
1/3（上限30万円）を助成します。また、一定の耐震改修工事を行った場合には、その住宅に係る固定資産税
を減額します。

●申込み・問合先　建設課施設管理班　☎354-5715

地震に備えて！！木造住宅の耐震診断費用を助成します

●問合先　水道事業所下水道班　☎354-5710

美しい松島の海、きれいな町
づくりのため下水道の利用を

対象住宅の延べ面積 診断費用総額 助成額 自己負担額
200㎡以下 144,000円 136,000円  8,000円

公共下水道の処理区域内にある既存住宅を
水洗化する際に、排水設備工事資金を無利
子で借りられるよう、融資あっせんします。
あっせんの対象は
　●公共下水道処理区域内の住宅の所有者または、占有者の方
　●町税、水道料金、下水道事業受益者負担金を滞納していない方
　●改造資金の償還能力がある方（金融機関の融資審査が
あります）

　●町内に住宅を有する連帯保証人がある方
●取扱金融機関は
　　七十七銀行松島支店、石巻商工信用組合松島支店、仙
台農業協同組合松島支店
●あっせんの限度額は　１戸あたり100万円以内
●利子は　無利子（利子は松島町が負担します）
●返済は　５年（60ヵ月以内）　毎月元金均等払いです。

既存住宅への排水設備工事には
融資あっせん制度が利用できます



くらしの情報

発注者 会員
仕事を出す方 （々家庭・企業・公共団体等）
仕事の発注にあたって
公共的、公益的な団体ですので、
収益を目的にしていません。
安心して仕事をお任せいただけます。

インターネットで頼みたい仕事をお
気軽にお申し込みになれます。
（一部は除く）

●シルバーしごとネット
　http://shigoto.sjc.ne.jp
　電話、FAXでもお申込みになれます。

●仕事はセンターが責任を持って完
成または遂行します。

●会員は、臨時的かつ短期的な就
業を条件にしていますので、ひとり
の会員が長期にわたる就業はし
ておりません。ただし、特別な知
識、技能を必要とする仕事につい
ては、継続的に就業することもで
きます。

●事業所の社員と混在して就業す
ることや、発注者の指揮命令の
下で就業する仕事は、お引き受け
していません。

　代金は、センターに支払っていた
だきますが、賃金や給与ではありま
せんので、外注費・委託費でお支
払いください。

高齢者の就業ですので、危険・有
害な作業内容とする仕事は、お引
き受けしていません。

請負または委任になじまない仕事
（雇用）は、無料職業紹介事業や
労働者派遣事業を利用すること
ができます。

1

入会を希望される方は
●原則60歳以上の健康で働く意
欲のある方

●シルバー人材センターの趣旨に
賛同していただいた方

●入会説明会を受け、入会申込書
を提出した方（理事会の入会承
認が必要です）

●定められた会費を納入していだけ
る方

●会員が安全・適正に就業できるよう
に、センターには会員の総意によって
定められた就業規約（約束ごと）があ
ります。

●就業で万一けがなどをされた場合は、
シルバー団体傷害保険で対応します。

会員がシルバー人材
センターで働く場合は
●会員は、「自主・自立、共働・共助」の
理念のもとに、自分の体力・能力、
希望に応じて働くことができます。

●会員は、シルバー人材センターか
ら、請負または委任の形式により
仕事を引き受けます。

●会員は、公平な就業機会を得るた
め、通常、ローテーションにより就
業します。

●会員は、引き受けた仕事を完成ま
たは遂行しその仕事の内容に
よって配分金を受け取ります。

2

3

4

5

就業規約とシルバー保険

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

仕事の発注／
契約金の支払い

臨時的、短期的な
仕事（請負・委任）

仕事の受注／
契約内容の履行

希望する
職種の登録

仕事の
提供・就業

配分金の
支払い

社団法人

松島町シルバー人材センター
宮城県宮城郡松島町高城字浜1番地の3
TEL022-353-4505・FAX022-353-4506
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　現在、お持ちいただいている国民健康保険の保険証の有効期限は今年の７月31日までです。新しい保険証は、
７月の下旬に世帯主あてに郵送しますが、今回からこれまでお使いいただいた保険証が「カード」に変わりま
す。変更点などは次のとおりです。
●カードは個人単位に
　国民健康保険の保険証は、これまで一世帯に１枚交付していましたが、８月１日からは一人１枚の交付と
なります。大きさは名刺サイズです。医療機関にかかるときは、必ず新しい保険証を提示してください。
●遠隔地・学生特例の保険証
　個人カード化に伴い、遠隔地の保険証の手続きは不要になります。なお、学生特例（マル学）の保険証で
住所地を町外に移している方は、手続きが必要です。在学証明書をご準備願います。
●保険証を郵送で更新
　これまで、窓口交付により一斉更新を行っていましたが、今年は世帯の国保加入者全員の保険証をまとめ
て世帯主あてに郵送します。なお、転送は行いません。（転送不可）
●窓口交付となる世帯
　国民健康保険税の滞納のある世帯は、７月下旬に個別にご案内をお送りし役場窓口で更新していただきます。
●新しい保険証が届いたら
　記載内容に誤りがないか住所、氏名、生年月日等を確認してください。加入者に異動がある場合、また、
すでに社会保険に加入している方がいる場合は、社会保険の保険証と印鑑を持参して役場の町民福祉課町民
サービス班窓口で手続きが必要です。手続きの際は、該当する方の全員の保険証をお持ちください。
●古い保険証は
　有効期限を過ぎた旧保険証は、役場の町民福祉課町民サービス班にお返しください。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　☎354-5705

国民健康保険被保険者証の一斉更新について

　お医者さんから処方される薬には、同じ成分・同
等の効き目で価格の高い薬と安い薬があります。高
いほうの薬は「新薬」、安いほうの薬は「ジェネリ
ック医薬品」と呼ばれています。このジェネリック
医薬品がいま、患者さんの医療費の自己負担を軽減
する薬として注目されています。
　新薬は、開発に長い期間と多くの研究費がかかり、
特許期間は開発メーカーが独占的に製造・販売を行
いますが、ジェネリック医薬品は、特許期間満了後
に他の医薬品メーカーが厚生労働省の承認を得て製
造・販売を行うため、開発期間も研究費も少なくて
すむことから価格が安く抑えられています。
　処方せんに「ジェネリック医薬品への変更不可」
の医師の署名がなければ、患者さんが新薬、ジェネ
リック医薬品のどちらでも選べます。自分が使う薬
だからこそ、お医者さんや薬剤師さんと相談しなが
ら一緒に選び、ジェネリック医薬品で薬代の負担を
軽くしませんか？
◆お医者さんや薬剤師さんにジェネリック医薬品の
利用をお願いしにくい場合は、「ジェネリック医
薬品希望カード」を提示することで、意思表示が
可能です。「ジェネリック医薬品希望カード」は
下記の方法等によ、入手できます。

●日本ジェネリック医薬品学会
　ダウンロード　http://www.generic.gr.jp/
●日本ジェネリック製薬協会
　・ホームページ申込み　http://www.jga.gr.jp/
　・電話申込み　☎03-3279-1890

ご存知ですか？ジェネリック医薬品 シルバーだより
－シルバー人材センターの仕組み－
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○受給資格者…
　次の①～⑦にあてはまる18歳以下の年度末（心身
に一定の障害を持つ児童については、20歳未満）ま
での児童を養育している母または、母に代わってそ
の児童を養育している方に手当が支給されます。
①父母が離婚した児童
②父が死亡した児童
③父が重度の障害者である児童
④父の生死が明らかでない児童
⑤父が法令により引き続き１年以上拘禁されている
児童
⑥父から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑦母が婚姻によらずに懐胎した児童

※ただし、次の場合は手当は支給されません。
①請求者及びその扶養義務者の所得が一定の額を超
える場合
②公的年金給付を受けることができるとき
③児童が児童福祉施設に入所しているとき　
④婚姻の届出はしていないが、社会通念上、夫と認
められる男性から定期的な訪問や経済的な援助を
受けているとき。

　児童手当を受けている方は、毎年６月中に「現況届」を提
出しなければなりません。この届は毎年６月１日現在の状況
を記載し、引き続き受ける要件があるかどうかを確認するた
めのものです。
　この届の提出がないと、６月分以降の手当が受けられなく
なりますので、ご注意ください。
現況届に必要な添付書類
・健康保険被保険者証の写し
　（国民年金・年金未加入者は不要）
・児童手当用所得証明書（松島町に平成21年１月１日に住所
がなかった場合。１月１日に住所を有していた市区町村に
て発行します）
・その他必要に応じて提出する書類があります。受給者の方
には、後日通知でお知らせします。

●問合先　町民福祉課福祉班　☎354-5706

母子家庭等のために「児童扶養手当」

「児童手当現況届」をお忘れなく

　町の新鮮な海の幸、山の幸、加工品等を
取りそろえ、軽トラックで販売しますので、
ぜひご来場ください。
●日時　６月28日（日）午前９時～正午
●場所　中央公民館駐車場

●問合先
　産業観光課農林水産班☎354-5707

松島の新鮮な幸を
松島のマルシェまつの市開催

ご存じですか「児童扶養手当」「特別児童扶養手当」

○受給資格者…
　20歳未満の心身障害児の父母、またはその児童を養
育している方に手当が支給されます。手当てが支給され
る場合の児童の障害の程度は おおむね以下のとおりです。
①療育手帳Ａに該当するとき
②身体障害者手帳の１級から３級と４級の一部に該
当するとき
③療育手帳Ｂに該当するとき、及び身体の内部に障
害を持つ児童については、診断書を提出していた
だいた上で障害の程度を判定することになります。

※ただし、次の場合は手当は支給されません。
①請求者及びその扶養義務者の所得が一定の額を超
える場合
②児童が児童福祉施設に入所している場合
③児童が障害を事由として年金給付を受けることが
できるとき

障害児を養育
している方のために
「特別児童扶養手当」

●問合先　町民福祉課福祉班　☎354-5706

お詫びと訂正
　広報まつしま５月号の16ページ「高齢者世帯・障がい者外出支援
事業」のお知らせ中で、高齢者福祉タクシー助成事業の②生活保
護世帯の福祉タクシー利用券は（年6,000円分）を交付の誤りでした。
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　旅の音楽家、丸山佑一郎氏とパー
トナーこやまはるこ氏を迎えブラジ
ルの民族楽器、ビリンバウやギター
の演奏を楽しみます。
　丸山さん考案の楽器、水カンリバ
を使って世界で演奏活動をしていま
す。
●日時　6月21日（日）午前10時30
分～正午（受付：午前10時～）
●申込期間　6月16日（火）まで電話
で予約をお願いします。（会場の都合
上人数に制限があります）
●場所　野外活動センター
●参加費　
　高校生以上500円　
　小・中学生300円　幼児無料
●申込み・問合先
　野外活動センター
　ＮＰＯ法人ウイザス
　☎353-3910

　高校１年生から80歳超…級位者
から高段者まで。約30人が毎週土
曜日に、生涯学習の一環として囲碁
を楽しんでいます。囲碁愛好者なら
どなたでも歓迎、随時入会できます。
初心者には指導もします。
●日時　毎週土曜日　午前9時～午
後5時　第3土曜日は大会形式、
その他は自由対局
●場所　中央公民館
●会費　入会金1,000円　通常碁会
100円（高校生以下無料）　本大会
1,000円※コーヒーお茶等用意
●問合先
　松島囲碁愛好会事務局　高橋
　☎354-2474

　初心者中心のシェイプアップ体力
向上を目的としたサークルです。一
緒に汗を流しませんか。
●日時　毎週水・土曜日
　午後7時30分～午後8時30分
●場所　海洋センター会議室
●対象　一般（初心者）
●会費　月額2,500円
●問合先　鈴木宣昭　☎368-7078

●日時　6月28日（日）
　午後1時～午後4時
●場所　アエル28階
　エル・ソーラ仙台　大研修室
●内容　第1部　医療講演
　午後1時15分～午後2時15分
「潰瘍性大腸炎について」（仮題）
講師　野口光徳医師（野口胃腸内
科医院副院長）
第2部　相談・質問
　午後2時25分～午後3時5分
第3部　交流会
　午後3時10分～午後4時

●定員　60人（無料）
●申込み・問合先　
　宮城県難病相談支援センター
　☎212－3351

●日時　6月17日（水）
　　　　午後7時～午後9時
●会場　塩釜市公民館　大会議室
●演題　宮城県沖地震に備えて
●講師　佐々木真一（塩釜市総務部
危機管理監）
●費用　無料
●定員　100人
●問合先　（社）塩釜青年会議所
　☎366-5893

　二市三町の100㎞のコースを、4
泊5日かけて歩き「生きる力」を育み
ます。下記にて参加者を募集します
ので、詳しくはお問い合わせいただ
くか、ホームページをご覧ください。
●日程　8月5日（水）～8月9日（日）
　4泊5日
●会場　二市三町の100㎞のコース
●対象　二市三町の小学4年生～6
年生

●定員　100名（選考）
●参加費　20,000円
●締切　6月10日(水)
●申込み・問合先
　（社)塩釜青年会議所
　☎366-5893
　E-mail info@sgjc.org
　http://www.sgjc.org/ 

松島町芸術文化協会発表会
　加盟30団体が参加して、恒例の発表会を開催します。
　多くの町民の皆様のご来場をお待ちしています。
●日時　６月28日（日）　午前10時～午後２時30分（予定）
●場所　中央公民館
●内容
【ステージ部門】
民謡・歌謡・舞踊・尺八・三味線等
【展示部門】
絵画・書道・彫刻・写真等
●主催　松島町芸術文化協会
●後援　松島町教育委員会
●問合先　松島町芸術文化協会
　　　　　会長　赤間　洵
　☎354-3868

楽しい碁会のお知らせ

ダンベル体操とエアロビクス
サークル会員募集

みずのささやきコンサート

難病患者と県民のための
医療講演・研修会

防災講演

第５回みなとのまち100㎞
徒歩の旅参加者募集

▲昨年の発表会の様子



健 康 どんら

17 広報まつしま 2009　6月号

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
6/15（月）、7/6（月）
母子健康手帳の交付　9:30～11:00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　  ☎355-0703)

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
6/ 2（火） ハイハイ赤ちゃんセミナー（H20.10月～11月生）
 　受付　9:30～9:45
 1歳6ヵ月児健診（H19.10月～11月生）
 　受付　12:30～12:45
6/ 5（金） 3歳6ヵ月児健診（H17.11月～12月生）
 　受付　12:30～12:45
7/ 1（水） 2歳6ヵ月児健診（H19.1月～2月生）
 　受付　9:30～9:45
 2歳時むし歯予防教室（H19.6月～7月生）
 　受付　10:00～10:15
7/ 3（金） 3～4ヵ月児健診（H21.2月2日～H21.4月3日）
 　受付　12:30～12:45

予防接種
【BCG】　受付　9:00～9:30
8/ 4（火） 対象　H21.2月21日～5月4日生

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
6/16（火）、7/ 6（月）　どんぐり保健室　9:30～11:30
6/11（木）、6/24（水）　どんぐり保健室　13:30～14:30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。

シルバー昼食会
6/ 2（火）、6/16（火）　あったか～い（どんぐり1班）
6/10（水）、6/24（水）　あったか～い（公民館）
6/11（木）、6/25（木）　あったか～い（健康館）
6/ 5（金）、6/19（金）　あったか～い（品井沼）
6/ 9（火）、6/23（火）　あったか～い（どんぐり2班）
6/18（木）　　　　　　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
6/11（木） 健康の日　10:00～11:30（温水プール美遊）
6/12（金） ヘルシーサポート2009（温水プール美遊）
6/15（月） ノルディックウォーキング教室　10:00～11:30

健康増進機器利用講習会
平日（1人30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　☎355-0703（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
6/12（木） ぱいんの会 10:00～13:00

その他の事業
6/17（水） 元気いきいき教室（脳刺激訓練教室）　10:00～11:30
6/19（金） いちおし健康塾

電話相談
保健福祉センターどんぐりでは、電話による各種相談をお受
けしております。
心配なときにご利用ください。FAX相談もお受けしております。
☎355-0666（平日8:30～17:00)
℻  353-3722（平日8:30～17:00）
●健康に関するご相談は･･･
　健康づくり（保健師・栄養士） ☎355-0703
●育児・子どもの発育・発達の不安に関するご相談は･･･
　子育て支援センター　　　　　 ☎354-6888
●高齢者の介護・生活等に関するご相談は･･･
　地域包括支援センター  ☎354-6525

塩釜保健所での各種相談（予約制）
こころの相談　　　　　　　　　　6/ 8日（月）
アルコール・薬物相談　　　　　　7/24日（金）　
ひきこもり・思春期こころの相談　7/29日（水）
※事前に予約が必要です。
性感染症相談　平日（8:30～17:15）
※電話にて匿名で受け付け、無料で実施します。
HIV抗体・クラミジア抗体検査　 6/ 3（水）、17日（水）
※HIV抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則とし
て無料です。

骨髄バンク登録受付　6/3日（水）、6/17日（水）　10:00～11:00
●申込み、問合先：
　塩釜保健所　母子・障害班　☎363-5507
　塩釜保健所　健康対策班　　☎363-5504
　保健福祉センターどんぐり　☎355-0703（保健師）

はじめましょう！私の健康スタイル　松島町健康プラン③＜身体活動・運動＞

〈松島町ではこんなことに取り組んでいます〉
１．メタボリックシンドロームや生活習慣病の予防のために、運動に関する知識や運動の実技を取り入れた教室を実施します。
２．家庭や職場、地域など身近な場所でできる運動の方法やその効果について、正しい情報をわかりやすく提供します。
３．運動の体験やイベント等を開催し、誰もが参加しやすく、運動の楽しさを実感できる場を設けるとともに、自主グル
ープの活動についても支援します。

４．安全で快適に運動できるよう、健康づくりのための施設や環境を整備します。

〈スローガン〉
☆週１回は意識してからだを動かしましょう
☆今より１日1,000歩増やしましょう
☆生活の中であと10分多く動きましょう
☆自分にあう運動をみつけましょう

　今年度から、毎月11日は「健康の日」として、
楽しくてためになる運動教室を開催しています。ぜ
ひご参加ください。
問い合わせ：町民福祉課健康長寿班　☎355-0703



7月21日は日本三景の日です

　住民の皆さんの利便性を図るため、
各種証明書の発行、公金の収納業務
について、毎週月曜日は午後7時まで
窓口を延長しています。
（ただし、月曜日が祝祭日の場合は
翌日になります）

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％の再生紙と、
植物性大豆油インキを使用ています。

毎週月曜日は窓口業務を
午後7時まで延長しています

松島に
活きる

明日に向かってがんばっているみなさんを紹介

地元を愛する心を次世代に
磯崎農事経営研究会（会長大山憲一さん）

半世紀以上続く伝統ある研究会

　磯崎農事経営研究会は、昭和22年に農業の近代経営を
目ざして設立され、地区内の農家夫婦が会員となり、農作
業の共同化や機械化などを進めてきました。実に63年の半
世紀以上にわたる、歴史と実績を誇る研究会です。会長
の大山さんは「我々の親が農作業を地域で協力して行った
のが研究会のはじまり。現在は世代交代した後継者夫婦が
会員になり、19人のメンバーで活動しています」と話します。

担い手農家としての新たな取り組み

　磯崎地区は半農半漁といった兼業農家が中心ですが、
個別経営や生産組織による担い手農家として活躍してい

ます。地区内ではFF磯崎やサンフレッシュ松島、産直屋、
みやぎの環境にやさしい農産物の認証を受けた環境米の
栽培など研究会のメンバーが参画した新たな取り組みが
次々と生まれています。

子どもを育てる田んぼの教室

　研究会では、農業の近代化を図るとともに、地区内の
親子に地元の農業について知ってもらおうと、平成14年
から「田んぼの学校in磯崎」を開催しています。「田植
えや稲刈りの農作業体験だけでなく、メダカやドジョウ
などの生き物調査や大気浄化機能など、水田のもつ多面
的な機能も学んでもらっています。中でも、トマトの収
穫は一番参加が多くて楽しんでいます」と研究会の皆さ
んは談笑していました。
　「田んぼの学校の一番の目的は、農作業を通して自然
を愛する心を育むこと。それが地元を愛することにつな
がれば最高ですね」と話す大山さん。
　「農業だけでなく、生き物や自然、地元を愛する心を
次世代に引き継ぐ」田んぼの学校にはそんなメッセージ
が込められています。

（　）は前月比
男 7,608人（－6） 人口 15,701人（＋7）
女 8,093人（＋13） 5,508世帯（＋14）

町の人口
（H21年5月1日現在：住民基本台帳）
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▲昭和初期の高城町商店街の雰囲気を今に伝えています

▲磯崎農事経営研究会の皆さん

▲大山さん


